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	製品名: 切断型カスパーゼ6 p18ウサギポリクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	カスパーゼ6（Mch2）は、細胞のアポトーシス過程において機能する主要な死刑執行カスパーゼの一つです。アポトーシス刺激を受けると、カスパーゼ9などの開始カスパーゼが切断され活性化されます。活性化された上流カスパーゼは、カスパーゼ3やカスパーゼ6などの下流死刑執行カスパーゼを大小のサブユニットに切断することでさらに処理し、アポトーシスに至るカスパーゼカスケードを開始します。カスパーゼ6の主要な標的の一つは、膜結合タンパク質であるラミンAです。
	研究分野
	細胞生物学
	画像データ
	

	Cleaved-Caspase 6 p18 抗体を使用した、さまざまな溶解物中の Cleaved-Caspase 6 p18 のウェスタン ブロット分析。
	

	Cleaved-Caspase6 p18 (D179) 抗体を使用した 293 溶解物中の Cleaved-Caspase 6 p18 のウェスタン ブロット分析。
	

	パラフィン包埋ヒト肺癌組織のカスパーゼ6（切断型Asp16, 2）抗体を用いた免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウムpH 6.0を使用した。右側はブロッキングペプチドを添加したサンプル。
	

	Cleaved-Caspase 6 p18 抗体を使用して、エトポシドで処理した 293 溶解物中の Cleaved-Caspase 6 p18 のウェスタン ブロット分析。右側のレーンは、合成されたペプチドでブロックされています。

